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区内新型コロナウイルス感染症情報
●区内陽性者の年代別割合（9月1～30日）

令和2年10月11日時点　●累計陽性者数 1,290名　●回復者数 1,015名

70代 13%

80代以上 8%

40代 
13%

30代 
15%

10代 5%

10歳未満 4%

20代 
20%

▶問合先　大田区新型コロナウイルス感染症対策本部（防災危機管理課）　☎5744－1235 ■FAX5744－1519

▶問合先　企画課政策・企画担当　☎5744－1538 ■FAX5744－1502

●区内の感染経路別陽性者数の推移
（数字は1週間ごとの陽性者数）

新しい日常の新しいルール

不明
判明

●9月の区内の傾向
●8月と比べて、50代以上の陽性者が増加しており、
特に70代以上が全体の約2割を占めています。

●感染経路が判明しているのは、全体の約5割で
した。
●感染経路のうち、家庭内、友人や
職場などの会食での感染が増加し
ている傾向があります。

中央八丁目児童館で撮影。子どもたちも感染症対策を
取りながら、放課後の時間を過ごしています

60代 7%

50代  15%

　新型コロナウイルス感染症の国内感染が確認されて、約10か月。
　区内では、依然として新規陽性者が発生しており、予断を許さ
ない状況です。
　これからの季節は、インフルエンザの流行も懸念されます。私
たち一人ひとりに、感染防止の心がけが強く求められます。感染
を拡大させないための行動を、ともに続けていきましょう。

舘田一博氏　東邦大学医学部微生物・感染症学講座教授
／（一社）日本感染症学会理事長／政府新型コロナウイルス感染症対策分科会メンバー

　大田区と東邦大学が連携して、新しく研究・教育
活動を始めることになりました。区民の命と生活を
守る官学連携プログラム「感染制御学講座」です。
大田区と東邦大学が本活動を通してこれまで以上に
強力に連携することにより、大田区全体での感染症
対策のレベルアップに努めていきたいと思います。
　大学と行政の連携による研究・教育活動の開始
は、危機管理としての感染症対策を考える上でも重
要な方向性を示しています。本活動では、東邦大
学として主に以下の内容に取り組んでいきます。

●効果的な行財政運営の実現に向けた医学的知見からのアドバイス
●withコロナを踏まえた産官学連携促進に向けたアドバイス　
●区民に対する迅速かつ正確な情報発信
●感染症診療と対策・行政に関わる人材の育成
●区内の感染症状況の把握と対策へのアドバイス

　感染症の問題は新型コロナウイルス感染症で終わりません。耐性菌
の問題や輸入感染症など、さまざまな感染症リスクに対応していかなけ
ればなりません。本プログラムが、官学が連携して行うプロジェクトの
象徴となるように活動をしていきたいと思います。区民の皆さまのます
ますのご理解とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

区民のための大田区モデルへの責任と期待区の新型コロナウイルス感染症への取り組み
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大以降、区は「感染拡大防止」「区民生活
支援」「区内経済対策」に全力で取り組んできました。
　新型コロナウイルス感染症対策に関する補正予算は、一般会計第１～６次の
合計で約820億円となりました。
　今後も、区民の皆さまの生命・暮らしを守り、経済活動を支え
るとともに、子どもたちの未来を切り開く対策に、途切れることな
く取り組んでいきます。
　これまでの新型コロナウイルス感染症対策は、区ＨＰに掲載して
いますのでご覧ください。

区民の命と生活を守る官学連携プログラム（11月1日～）
～大田区と東邦大学の双方の強みを生かした感染制御学講座の設置～
　新型コロナウイルス感染症の終息が見通せない、ポストコロナと呼ば
れる時代の中、区は新たな行財政運営モデル「大田区モデル」の確立を東
邦大学と連携して進めていきます。
　これまで培ってきた東邦大学との連携をさらに発展させ、医学的知見
を踏まえた行財政運営で区民の皆さまの命と生活を守ります。

舘田一博氏▲
詳細はコチラ

・区政課題の提案
・関連情報の提供

・専門知識の活用
・学内設備などの活用
・人材育成

大田区 東邦大学

区民の命と生活を守る

官学連携プログラム

▲
感染者情報の
詳細はコチラ

たて  だ  かず ひろ

189  知らせて守る  こどもの未来　11月は児童虐待防止推進月間です
児童相談所虐待対応ダイヤル（☎189）は、匿名でも連絡できます。「児童虐待かも」と思ったら、すぐに連絡してください。

オレンジリボンに
は「児童虐待防止」
のメッセージが込
められています▶

いちはやく

8 大田区報　令和 2（2020）年 11月 1日号 ※新型コロナウイルス感染症に関する記事は、10月11日時点の情報に基づいて作成しました。回復者数は、統計処理済みの人数を掲載しています。
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